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な
か
ざ
わ

ま
さ
ん
ど

特　集

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

知
っ
て
お
き
た
い

中
澤
　
征
人

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
　
診
療
科
長

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

　

脳
卒
中
と
は
、「
脳
出
血
」「
脳
梗
塞
」「
く

も
膜
下
出
血
」
を
指
し
ま
す
。
こ
の
3
つ

の
病
気
の
成
り
立
ち
や
治
療
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
は
病
名
に
関

わ
ら
ず
病
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
症
状
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
主
な
内
容
に
は
、

①
運
動
療
法

　

筋
力
低
下
や
麻
痺
な
ど
、
身
体
機
能
の

　

低
下
に
対
し
て
行
う
。

②
基
本
動
作
訓
練

　

寝
返
り
・
起
き
上
が
り
・
立
ち
上
が
り

　

等
の
基
本
的
な
身
体
の
動
き
に
対
し
て

　

行
う
。

③
日
常
生
活
動
作
訓
練

　

食
事
・
身
支
度
・
排
泄
・
移
動
等
、
日
常

　

生
活
に
必
要
な
身
の
回
り
の
動
き
に
対
し

　

て
行
う
。

④
高
次
脳
機
能
訓
練

　

記
憶
力
や
注
意
力
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
ー
と
し
て
の
脳
の
働
き
を
調
べ
、
そ

　

の
働
き
に
対
し
て
行
う
。

⑤
言
語
機
能
訓
練

　

話
す
こ
と
や
言
葉
の
理
解
な
ど
、
言
葉
の

　

障
害
に
対
し
て
行
う
。

⑥
摂
食
・
嚥
下
訓
練

　

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
の
障
害

　

に
対
し
て
行
う
。

等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
と
い
う
職
種

が
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
分
担
し
て
行
い

ま
す
。

各
職
種
の
紹
介

　

続
い
て
各
職
種
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
か
、
ご
説
明
し
ま
す
。

①
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）〔
図
1
〕

　

主
に
身
体
を
動
か
す
運
動
療
法
を
行
う

こ
と
で
機
能
回
復
を
目
指
し
ま
す
。
筋
力

や
麻
痺
に
対
し
て
運
動
療
法
を
行
い
、
麻

痺
し
た
手
足
の
関
節
が
硬
く
な
る
の
を
防

ぎ
、
起
き
上
が
る
・
座
る
・
立
ち
上
が
る
・

歩
く
等
、
移
動
に
関
係
す
る
訓
練
を
行
い

ま
す
。

②
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）〔
図
2
〕

　

主
に
作
業
を
通
じ
て
、
日
常
生
活
に
必

要
な
動
作
や
高
次
脳
機
能
・
認
知
機
能
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
元
々
「
作
業
」
と

は
道
具
な
ど
を
用
い
た
手
先
の
練
習
の
こ

と
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
食
器

の
使
い
方
や
着
替
え
、
ト
イ
レ
で
の
動
作

な
ど
、
日
常
生
活
に
即
し
た
動
作
の
練
習

を
行
い
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活
を
安
全
に

送
る
た
め
に
必
要
な
注
意
力
や
記
憶
力
な

ど
に
つ
い
て
も
訓
練
を
行
い
ま
す
。

③
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）〔
図
3
〕

　

言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
・
話
す
こ
と
の

訓
練
や
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
物
や
飲
み
物
を
飲
み
込
む
訓
練
を
行

い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

最
近
は
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
以
下 

リ
ハ
ビ
リ
）
と
い
う
言
葉
も
一
般

的
に
な
り
、
皆
さ
ま
が
そ
の
言
葉
に
触
れ

る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
と
、「
骨
折
や
け
が

を
し
た
後
に
行
う
訓
練
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に

当
院
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
約
3

分
の
1
は
脳
卒
中
に
代
表
さ
れ
る
脳
の
病

気
が
占
め
て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
に
お

い
て
リ
ハ
ビ
リ
の
脳
卒
中
へ
の
有
効
性
が

注
目
さ
れ
、
脳
卒
中
の
診
療
指
針
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

食事動作の
練習をしています。

理学療法士
PT ＝Physical Therapist（フィジカル　セラピスト）
＊フィジカルは、「身体的」のこと

作業療法士
OT ＝Occupational Therapist（オキュペーショナル　セラピスト）
＊オキュペーションは、「訓練」「作業」のこと

言語聴覚士
ST ＝Speech Therapist（スピーチ　セラピスト）
＊スピーチは、「話す」こと

図2：作業療法士

図3：言語聴覚士

図1：理学療法士 当院のリハビリテーションセンター

カードや写真を
使って、言語訓練を
しています。

平行棒を使って、
歩行介助をしています。

ま

ひ

せ
っ
し
ょ
く

え
ん
げ

PT・OT・STという
略称について
説明します



■

■

■

画像検査等を行い診
断と適切な治療方法
を決定する

できるだけ早期にリ
ハビリを開始する

症状・経過にあわせ
て離床を進める

■

■

■

■

全身状態・合併症の
治療を進める

病状にあわせリハビ
リを進める

症状・経過にあわせ
て活動度を変更する

急性期病院退院後の
治療計画を検討する

■

■

■

全身状態・合併症の
安定を図る

リハビリを進め、回
復期のリハビリの準
備をする

状態に合わせて回復
期リハビリ病院入院
または施設入所、療
養病院入院の準備を
進める

■

■

■

■

運動機能の評価・治
療目標を設定する

リハビリ計画を立て
る

介護保険手続きの調
査を行う

リハビリコースを選
定する

■

■

■

積極的にリハビリを
行い、活動度の向上
を図る

運動機能の再評価と
リハビリ計画の見直
しをする

全身状態・合併症の
安定を図る
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図5：急性期病院に入院中の身体の動きの変化 図4：日常における後遺症の障害程度図6：様々な医療機関が参加する医療連携

脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
に
つ
い
て

　
脳
卒
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
っ

た
い
ど
の
く
ら
い
の
後
遺
症
が
残
る
の
か

は
、
大
き
な
関
心
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
一
度
傷
つ
い
た
脳
細
胞

は
再
生
で
き
ず
傷
跡
が
残
る
た
め
、
脳
卒

中
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ
後
遺
症
が
残
り

ま
す
〔
図
4
〕。
そ
の
程
度
に
関
し
て
は
、

回
復
力
が
一
人
一
人
異
な
る
た
め
正
確
に

予
想
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
一
般

的
に
は
「
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
症
状
が

軽
い
と
後
遺
症
も
軽
く
、
重
い
と
後
遺
症

も
重
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
ま
ま
リ
ハ
ビ
リ
を
行
わ
な
い

と
、
脳
卒
中
に
よ
っ
て
生
じ
た
症
状
以
外

に
「
廃
用
」
と
呼
ば
れ
る
身
体
の
な
ま
り

が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
後
遺
症
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
6
ヶ
月

（
そ
の
中
で
も
特
に
3
ヶ
月
以
内
）
は
「
機

能
の
回
復
が
見
込
め
る
時
期
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
間
に
適
切
な
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
わ
り
に

　
と
は
い
え
、
リ
ハ
ビ
リ
の
世
話
に
な
ら

な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
前
述
の
通
り
、
現
代
に
お
い
て
も
リ
ハ

ビ
リ
で
脳
卒
中
の
後
遺
症
を
完
全
に
治
す

こ
と
は
難
し
い
の
が
実
状
で
す
。
日
頃
か

ら
健
康
や
生
活
習
慣
病
の
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
脳
卒
中
を
予
防
す
る
こ
と
、

脳
卒
中
症
状
の
早
期
発
見
、
早
期
受
診
を

行
う
こ
と
が
、〝
一
番
の
リ
ハ
ビ
リ
〞
で

す
。
ま
た
、
ご
自
宅
に
退
院
さ
れ
た
際
に

は
、
是
非
お
近
く
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
お
持
ち
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
師
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。「
地
域
の
こ
と
は
そ
の
地
域
の
人

に
」
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

期
病
院
に
入
院
し
て
い
る
期
間
が
長
い
ほ

ど
身
体
の
動
き
が
衰
え
や
す
い
と
の
結
果

も
あ
り
ま
す
〔
図
5
〕。

　
適
切
な
時
期
に
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
我
が
栃
木
県
に

お
い
て
も
、
栃
木
県
医
師
会
が
中
心
と
な

り
、
県
内
の
様
々
な
医
療
機
関
が
参
加
し

た
脳
卒
中
医
療
連
携
が
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
〔
図
6
〕。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
身
状
態
や
社
会
的
状
況

に
よ
っ
て
は
、
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
の

連
携
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
当

院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
・
地
域
連
携
課
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
多
職
種
が
協
力
し
て
患

者
さ
ま
に
最
も
適
し
た
方
針
を
提
示
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
地
域
連
携
に
つ
い
て

　
上
記
の
通
り
、
機
能
の
回
復
を
期
待
す

る
に
は
「
適
切
な
時
期
に
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　
近
年
の
脳
卒
中
診
療
に
お
い
て
は
、
よ

り
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療

機
関
の
専
門
化
・
機
能
分
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
急
性
期
病
院

　
発
症
後
ま
も
な
く
救
命
や
再
発
防
止
を

　
目
的
と
し
た
治
療
を
行
う
。

②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
脳
卒
中
に
よ
っ
て
生
じ
た
様
々
な
障
害

　
に
対
し
、
回
復
が
期
待
で
き
る
時
期
に

　
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
。

③
か
か
り
つ
け
医
・
施
設
・
療
養
型
病
院

　
回
復
す
る
時
期
が
過
ぎ
た
後
に
、
機
能

　
の
維
持
や
再
発
防
止
を
行
う
。

の
大
き
く
3
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

継
ぎ
目
な
く
円
滑
に
連
携
す
る
こ
と
が
重

要
か
つ
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は

り
「
餅
は
餅
屋
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
当
院
の
よ
う
な
急
性

期
病
院
で
は
、
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
実
状
が
あ
り

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、
急
性

①急性期（急性期病院） ②回復期（リハビリテーション病院）

参考：栃木県脳卒中医療連携クリティカルパス
参考：平成25年度入院医療等の調査・評価分科会 中間取りまとめ(2013/8/7) 参考：厚生省健康科学総合研究報告書(2001)

■

■

退院時の日常生活動作
の維持・向上を行う

全身状態・合併症をコ
ントロールする

■

■

■

リハビリのゴールの
達成を確認し、生活
環境を整備し退院を
決定する

維持期におけるリハ
ビリ計画を立てる

全身状態・合併症の
コントロールの計画
を立てる

■

■

■

リハビリのゴールを確
認し、ゴールに向け
てリハビリを行う

外出、外泊を進め自宅
復帰の準備を進める

必要に応じ施設入所、
療養病院入院の手続き
を進める

■

■

生活課題の問題点の
再評価を行い、リハ
ビリ計画の見直しを
する

状態・状況に合わせ
て自宅退院、または
施設入所、療養病院
入院の準備を進める

■

■

日常生活動作の評価
を行い、生活課題の
問題点を明らかにし
て、リハビリ計画を
見直す

リハビリのゴールの
設定と回復期リハビ
リ病院退院後の治療
計画の検討を行う

在院日数が長いほど、退院時に
身体の動きが低下しています。

③維持期

かかりつけ医・
施設・療養型病院

②回復期（リハビリテーション病院）

入院日～1週間 ～1週 ～3週／(退院・転院) 入院日 ～2週

～4・5・6週 ～2か月 ～3か月 ～5・6か月／(退院)

筆者紹介

リハビリテーション科　診療科長

中澤　征人 医師

《専門医療・専門医認定等》
嚥下障害ほかリハビリテーション医学全般
日本リハビリテーション医学会専門医
日本内科学会認定内科医
身体障害者福祉法指定医　

180日以上

151～180日以内

121～150日以内

91～120日以内

61～90日以内

31～60日以内

15～30日以内

8～14日以内

7日以内

悪化

0

(在院日数)

(動きの低下度)
-1 -2 -3 -4

■65歳未満
■65歳以上 ■ 症状なし

■ 症状はある(障害はなし)

■ 軽度の障害・介助は不要

■ 介助は必要・歩行可能

■ 歩行や日常生活に介助が必要

■ 寝たきりで常に介助が必要

■ 死亡

は
い
よ
う


